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特集

特集

「ベストオーナー原則」の発想から考える

事業価値を最大化させる
「分社化」の活用法

事業を持ち続けることの説明責任が重要に
なぜいま「分社化」なのか
成長事業をあえて切り離すアシックスの事例
分社化における独立性設計のポイント
資本の独立度と経営の独立度の２軸で整理
目的別に考える分社化手法の使い分け
税制恒久化とはいえ、あくまでも目的が重要
分社化の選択肢としてのパーシャルスピンオフ
独立後に事業が自立して運営できる状態を
「形だけ分社化」に陥らないための実務上の留意点
平時から事業の持ち方を考える
ポートフォリオ経営に不可欠な備えとは

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

第
６
章

従来、分社化は不採算事業やノンコア事業の整理という観点で捉えられることが少な
くなかった。しかし近年では、アシックスが成長事業であるオニツカタイガー関連事業を
分社化したように、事業価値を最大化する目的で活用され始めている。本特集では、事業
における所有構造やガバナンス構造のあり方を踏まえ、分社化の諸手法の使い分けや実
務の落とし穴を、現場で得られた知見からご披瀝いただいた。東京証券取引所による「資
本コストや株価を意識した経営」の要請を背景に、「なぜその事業を持ち続けるのか」が
問われているいま、事業ポートフォリオ改革への取組みにお役立ていただければ幸いで
ある。
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